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介護大学校教員向け特別研修プログラム(仮) 

 

 【1 日目】対象者：実務者講師（介護過程Ⅲ） 

 

時間 項目  内容 

13:00～13:10 挨拶・オリエンテーション 事務局  

13:10～14:10 基調講演 事務局 ゲストスピーカー（未定） 

14:10～14:20 休憩 事務局  

14:20～14:50 実務者研修介護過程Ⅲ 

演習課題の評価の視点 

・演習課題（紙上演習） 

 G さんの事例 

講師 【テーマ】 

実務者スクーリング（介護過程Ⅲ）におい

て修了要件となる介護過程の演習課題につ

いて評価表を基に評価の視点を確認する。 

14:50～15:00 休憩   

15:00～17:45 

（途中休憩有） 

・介護技術（5 課題） 

①課題１（車いす） 

➁課題２（歩行） 

③課題３（排泄） 

④課題４（脱衣） 

⑤課題５（着衣） 

事務局 【テーマ】 

介護技術（５課題）について、指導のポイン

ト及び評価の視点を確認するとともに、模

擬評価を実施し、実際の評価に繋げる。 

17:45～18:00 今後のスケジュール確認 事務局  

18:00～19:00 夕食   

19:15～20:15 ナイトセッション 

【ディスカッション】 

・ケアの個別化、標準化に

ついて問題提起 

（意見・情報交換） 

事務局 【テーマ】 

自施設の介護実践を振り返り、だれが行っ

ても統一されたケアが提供できているの

か、エビデンスに基づいた支援が提供でき

ているのか、できない理由は何なのか等、

抱える課題を洗い出し、明日の研修の検討

事項の素材とする。 

20：30～21:30 懇親会 

【フリートーク】 

実務者研修教員を経験し

て 

事務局 【テーマ】 

実務者研修教員経験者が実際に教員として

指導したことにより得たこと、感じたこと

等について語る。 

 

 

 

 

 

 

 



 

【２日目】対象者：実務者講師（介護過程Ⅲ） 

 

時間 項目  内容 

９:00～９:10 オリエンテーション 事務局  

9:10～14:30 

（途中休憩有） 

①～⑥ 

9:10～12:10 

（途中休憩有） 

 

 

 

12:10～13:00 

 

13:00～14:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14:00～14:30 

 

基本介護技術の確認 

①コミュニケーション 

➁移動 

③食事 

④排泄 

⑤入浴 

⑥着脱 

 

昼休憩（45 分） 

 

介護技術の標準化と定着 

（教育マネジメント） 

・標準化をいかに図るか 

・定着化をいかに図るか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護大学校のこれからに

ついて 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

【テーマ】 

介護技術の標準化と定着のさせ方について 

①標準化 

日々の介護実践の中で介護技術を提供する

にあたり、どの職員が介助しても皆同じ方

法で提供できているのだろうか、恣意的な

介護になってはいないだろうか。 

ケアリーダー（責任者）としてこのような

事態に際し、どのように対応すべきなのか。 

また、施設全体で統一されたケアの実践を

可能にするためには、どのような対策を講

じるべきなのか、皆でディスカッションし

そこで得た情報・方策等を自施設の課題解

決に向けた取り組みに活かすことができ

る。 

➁定着化 

標準化された介護技術等をどのように全職

員に周知・徹底を図り定着に繋げていった

らよいか、他施設の取り組み・成功事例等

を参考にし、自施設における定着化を図る

取り組みに活かすことができる。 

 

①・➁を踏まえ、実務者研修教員として、自

施設の介護技術スキルアップに貢献できる

力を養うためのキックオフ的位置づけとす

る。 

 

介護大学校の目指すビジョンについて説明

する。 

14:30 閉会 事務局  

15:00 完全撤収   

 


